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ニュースクリッピング
 

今週の本棚：２００６年「この３冊」（その２）

 

◇鹿島茂（共立女子大教授・仏文学） 

『愛の新世界』＝シャルル・フーリエ著／福島知己・訳  
（作品社・８１９０円） 

『西欧言語の歴史』＝アンリエット・ヴァルテール著／平野和彦・訳  
（藤原書店・６０９０円） 

『美酒と革嚢　第一書房・長谷川巳之吉』＝長谷川郁夫・著  
（河出書房新社・６０９０円） 

出版社は低価格・多点競争に狂奔しているが、いまは無料でも本を手に取らない
人が多い時代、完全に方向を見誤っている。必要な本なら高くても買うのだ。右
の三冊はその好例。『愛の新世界』は超絶奇人フーリエ描く壮大な性愛ユートピ
アの見取り図。『西欧言語の歴史』は欧米研究者には必携の一冊。紀元前三〇〇
〇年の印欧語族大移動に始まる言語系統樹がスッキリと頭に入る。『美酒と革嚢
　第一書房・長谷川巳之吉』は戦前にフランス装丁や革装丁の美本を多く出した
第一書房社主の伝記。自らは倒産で負組となった著者の勝組の主人公に対する愛
憎半ばの姿勢が読み所。 

◇川本三郎（評論家） 

『ミーナの行進』＝小川洋子・著  
（中央公論新社・１６８０円） 

『おやすみ、こわい夢を見ないように』＝角田光代・著  
（新潮社・１４７０円） 

『ぼくと１ルピーの神様』＝ヴィカス・スワラップ著／子安亜弥・訳  
（ランダムハウス講談社・１９９５円） 
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『カンティ』については、ついに、やっと出たかという印象。一九世紀イタリア
の詩人かつ哲学者の詩とエッセイの訳。私の一番読みたかった作家の翻訳を眼の
前にして、久し振りに幸福である。 

エンプソンの本は二〇世紀のイギリスの批評の最高の作品。ひとつひとつの言葉
を読み解いてゆく若き日のこの批評家の姿を想像しながら、初めてこの本を読ん
だ日を回想する。 

◇中村桂子（ＪＴ生命誌研究館館長） 

『祖先の物語（上・下）』＝リチャード・ドーキンス著／垂水雄二・訳  
（小学館・各３３６０円） 

『歌うネアンデルタール』＝スティーヴン・ミズン著／熊谷淳子・訳  
（早川書房・２３１０円） 

『眼の誕生』＝アンドリュー・パーカー著／渡辺政隆、今西康子・訳  
（草思社・２３１０円） 

他で書評をしてしまい本紙で扱えなかった三冊。いずれも進化を題材にした魅力
的な物語である。「カンタベリー物語」よろしく現存生物が生命の起源に向けて
巡礼をしながら語る身の上話として綴（つづ）る生命史。起源から出発する旅と
は異なる視野が広がる。言語を持たないネアンデルタールは歌と踊りで高度の語
り合いをし穏かに暮らした。現代人が獲得した構成的言語が思考の性質を変化さ
せ農業、文明へ。よかったのかどうか。カンブリア紀初頭に眼を獲得し太陽光線
を視覚信号として利用したことが捕食闘争を激化させ爆発的進化が起きたという
説。面白い。 

◇中村達也（中央大教授・社会経済学） 

『コルナイ・ヤーノシュ自伝』＝Ｋ・ヤーノシュ著／盛田常夫・訳  
（日本評論社・４９３５円） 

『国債の歴史』＝富田俊基・著  
（東洋経済新報社・６３００円） 

『脱デフレの歴史分析』＝安達誠司・著  
（藤原書店・３７８０円） 

前世紀を特徴づける壮大な実験だった社会主義。ハンガリー出身経済学者の苦渋
に満ちた自伝が、自分史であることを遙（はる）かに超えて、社会主義の命運を
跡づけている。 

その彼が指摘した、ルーズな予算編成への傾斜は、実はこの日本でも、累積する
財政赤字という形で、今、重くのしかかっている。その問題を、そもそも国債が
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いかにして登場するに到ったかを解き明かしながら、歴史への関心を刺激する。 

そして松方財政以降の、脱デフレを巡る政策レジーム間の拮抗（きっこう）を辿
（たど）って、昨今の政策対応のあり方に楔（くさび）を打ち込む。 

◇沼野充義（東大教授・スラブ文学） 

『森のはずれで』＝小野正嗣・著  
（文藝春秋・１８００円） 

『西洋哲学史　古代から中世へ』＝熊野純彦・著  
（岩波新書・８６１円） 

『大統領の最後の恋』＝アンドレイ・クルコフ著／前田和泉・訳  
（新潮社・２９４０円） 

『森のはずれで』は注目される若手作家による恐怖と叙情に満ちた実験的小説。
独創的な比喩を駆使した文体が光る。現代の世界文学の文脈において読みたい。 

『西洋哲学史』は気鋭の哲学者による驚くべき書下ろし。続刊の「近代から現代
へ」編とあわせて、いまどきこのような通史を一人で書ける学識とビジョンに感
嘆。 

『大統領の最後の恋』はキエフ在住の人気作家による推理小説。ウクライナやイ
ギリスで最近実際に起きた奇怪な事件を念頭に置いて読むと、ウィットと不条理
に満ちた小説世界が二倍興味深くなる。 

 
 
［毎日新聞　２００６年１２月１７日] 
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